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要要  旨旨 
【目的】本研究の目的は、発達障害児の親に対する就学移行に向けた公衆衛生看護技術（以下、技

術）を明らかにすることである。【方法】発達障害児への先駆的活動を行っている、5市町村の保健師
等を対象に、質的記述的研究を実施した。データ収集方法は、オンラインによるグループインタビュ

ーを採用した。研究計画は所属大学倫理審査委員会の承認を受けた（承認番号 16392）。【結果】デー
タを分析すると、技術として 11 カテゴリ、33 サブカテゴリが抽出され、それらは保健師の親支援、
多職種協働の就学移行支援、システムの継続的質改善の 3つの大枠に分類された。【考察】保健師の技
術は、就学移行の時期だけでなく、乳幼児健診を軸とする支援システムを構築して、早期からの支援

を継続することによって、円滑な就学移行につなげるものであった。今後、この技術の教育や実践で

の活用を検討していく必要がある。 
 

キーワード：発達障害児 就学移行 保健師 親支援技術 

Keywords：developmental disabilities, transition to school, public health nurses, parent support 
skills 

   
 
ⅠⅠ．．緒緒言言 
わが国では、発達障害をもつ子どもの割合が増

えている。文部科学省の全国の公立の小中学生を

対象とした調査 1)によると、通常の学級に在籍す

る小中学生においても、8.8% に学習や行動に困
難のある発達障害の可能性があり，2012 年の前
回調査の 6.5%から 2.3 ポイント増加している。
増加の理由としては、診断基準の変更、障害に対

する認識の向上、診断年齢の早期化など 2)が挙げ

られており、就学前からの効果的な介入と支援体

制の構築が急務となっている。 
学校生活への移行は、すべての子どもにとって

困難となることが多く 3)、とりわけ自閉症スペク

トラム障害を含む発達障害児にとっては、ますま

す困難なものとなる 4)。そのため、発達障害児で

は、乳幼児期を含め早期からの教育相談や就学相

談を行うことにより、幼稚園等において、家族を

含め関係者が教育的ニーズと必要な支援につい

て共通理解を深め、その後の円滑な支援につなげ

ていくことが重要とされている 5)。 
発達障害児の就学移行は児だけでなく、その家

族にとっても困難な経験となる 6)。例えば、児の

不適応な行動について地域社会からとがめられ

ているように感じることや、児の生きづらさを擁

護することを優先しながら小学校教員と関係を

築くことなどが挙げられている 7)。加えて、就学

前後の時期は、児に適した進学先の見極めの難し

さや、学校生活上の新たな課題を感じることも、

家族が困難を抱える要因である 8,9)。このことか

ら、就学移行に向けた支援は児のみではなく、そ

の家族にも必要である。 
保健師は、乳幼児やその家族に対し、乳幼児健
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要要  旨旨 
目目的的：：地域在住者のアドバンスケアプランニング（ACP）に関わる、九州地区の訪問看護事業所勤務

の看護師を対象に、ACP認知度と関連要因を探求することである。 
方方法法：：2023年 9～11月に無記名郵送で、訪問看護師を対象とし調査した。従属変数は ACPの認知の

有無、独立変数は管理者か否か、年齢、性別、資格、ACP教育・研修の有無などとした。単変量解析で
P < 0.05の有意差のあった 14変数に対してロジスティック回帰分析を行った。 
結結果果: 質問紙を 600事業所 3,000名に配布、141 事業所 380 名の回答（回答率 12.7%)で、欠損を除い

た 355名が対象となった。分析の結果「当事者との意見交換でニーズ把握」OR 3.23、「ACP研修を受け
た」OR 8.48、「ACP を知らず研修開催も不明」OR 0.11「人生会議が ACP の愛称だと知っている」OR 
3.79が関連要因として抽出された。 
結結論論: ACP認知の訪問看護師は ACPの研修に参加し、人生会議の愛称を知り、当事者のニーズ把握を

していた。今後は ACP認知だが ACP実践経験が乏しい場合や、ACP認知ではない訪問看護師に対する
研修等の必要性が示唆された。 

 
 

キーワード：訪問看護師、アドバンス・ケア・プランニング（ACP）、在宅看取り、横断研究 

Keywords：visiting nurse, advance care planning (ACP), local residents, a cross-sectional study  

 
 
Ⅰ．．緒緒言言 

WHOの定義では、超高齢社会とは、65歳以上
の総人口における比率：高齢化率が 21%以上とさ
れる。長寿を誇る我が国は、令和 6年版高齢社会
白書で高齢化率はすでに 29.1%となり、超高齢社
会の様々な課題に直面している。2025年に約 800
万人といわれる「団塊の世代」が後期高齢者とな

り、国民の 3人のうち 1人が高齢者 1)という社会

状況である。生産労働人口の減少から、社会保障、

医療、介護、年金などが限界に達すると予測され、

社会全体で喫緊の課題となっている。高齢者が、

急激に増えたことから死亡者数も増加し、年間死

亡者は約 160 万人に達する多死社会が到来して
いる 2)。しかし、従来「死を予測し備えることは、

忌むべきものであり、縁起が悪い」とタブー視さ

れ、なかなか議論が進まなかった 3)。 
ところが、昨今はエンドオブライフケアにおけ

る本人の意思決定支援で、もしもの時に、どうし
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康診査（以下、健診）などを通して様々な母子保

健サービスを展開しており 10)、スクリーニングに

よる発達障害の早期発見や保健から福祉・教育へ

とつなぐことが重要な役割となっている 11)。また、

発達障害者支援法 12)においても、発達障害の早期

発見について市町村の責務が明らかにされ、健診

に従事するスタッフにとっても重要な役割が課

せられたといえる 13)。このことから、乳幼児とそ

の家族に関わる機会の多い保健師にとって、発達

障害児との関わりは大変重要なものである。しか

し、これらの文献には、保健師による発達障害児

の親に対する就学移行に向けた技術について明

確な指針は記載されていない。 
そこで、本研究の目的は、発達障害児の親に対

する就学移行支援に向けた公衆衛生看護技術（以

下、技術）を明らかにすることとした。その意義

は、この技術の習得を推進することによって、発

達障害児の親への就学移行に向けた保健師の支

援の質向上が期待できることである。 
 
ⅡⅡ．．研研究究方方法法 
1．．研研究究デデザザイインン 
本研究のデザインは質的研究デザインとした。 

2．．用用語語のの定定義義 
就学移行：文部科学省の「障害のある子供の教育

支援の手引」14）を参考に、障害児通所支援施設

等から小学校や特別支援学校小学部に引き継

がれる時期を指す用語とする。 
発達障害児：発達障害がある者であって発達障害

および社会的障壁により日常生活又は社会生

活に制限を受ける、十八歳未満の者 12)。 
公衆衛生看護技術：公衆衛生看護実践に適用する

ものであり、社会的公正を規範とし、公衆衛生

の向上を目指し、個人と家族、人々、コミュニ

ティに働きかけ、その力量形成や環境改善を図

る目的意識的な行為 15)。 
3．．研研究究参参加加者者 
本研究での研究参加者は、発達障害児の就学移

行に向けた支援に携わった経験のある市町村保

健師とした。その理由は、都道府県よりも住民に

身近なサービスを提供しており、発達障害児への

支援の機会が多いと考えたからである。 
対象自治体は、先行研究や調査報告書 16-18）に

掲載されていた先駆的活動を行っている 10 自治
体とした。この 10 自治体について、乳幼児健診
前、健診時、健診後の各段階に発達障害児に関す

る事業や活動があるか、その体制づくりと協働、

就学先との連携に関する記載があるかという選

定基準を満たすかを確認し、さらに全国の地域が

満遍なく入っているかも確認し、最終的に 6自治
体を選定した。選定した自治体に協力を依頼した

ところ、1自治体が業務多忙を理由に辞退し、5自
治体から承諾を得た。 
4．．調調査査方方法法 
データ収集方法は半構造化面接であり、オンラ

イン（Zoom）でのグループインタビュー（2～4人）
とした。その理由は、同時間に複数名で参加する

ことが多忙な自治体にとって利便性が高かった

こと、および複数名の相互作用を伴うことで豊富

なデータ収集が見込めると考えられたからであ

る。インタビューガイドには、1）発達障害児の
親に対する就学移行支援を行ってきた中で、今ま

でで一番印象的だった事例、2）事例では、就学
移行において親からどういった相談があったか、

3）発達障害児の親の就学移行に対する相談にど
う対応したか、4）発達障害児の親の就学移行に
対する相談に対応する中で、何が変化したか、対

象がどのようになったか、5）ほかによりよい対
応があったと思うか、それはどのようなものか、

を設けた。この際、具体的な行動レベルの技術を

抽出するため、印象的な事例について自由に語る

よう求めた。 
調査期間は 2022年 6月から 7月、インタビュ

ー時間は 60 分程度とし、内容は対象者の許可を
得て ICレコーダーに録音し、逐語録を作成した。 
5．．分分析析方方法法 
分析方法は、質的記述的分析である 19）。逐語録

から、保健師として実際に行っている活動や支援

に関する発言を抽出し、それぞれ意味内容を損な

わないようにコード化し、類似性に基づきサブカ

テゴリ化，カテゴリ化を行った。 
6．．倫倫理理的的配配慮慮 
研究参加者には、事前に研究目的や調査内容、

研究参加の自由、個人情報の保護、調査中の記録・

録音等について記した研究計画書一式を郵送し、

十分説明したうえで、口頭および同意書の返送を

もって研究への同意を得た。大阪大学研究倫理審

査委員会の承認を得て実施した（承認番号 16392）。 
 
ⅢⅢ．．結結果果  
1．．対対象象自自治治体体とと研研究究参参加加者者 
対象自治体と研究参加者の概要を表 1 に示す。 
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研究参加者は、保健師 14名、児童相談員が 1名
であった。この児童相談員は、保健師と共同で発

達障害児の支援にあたっており、保健師の活動に

ついて語れることが確認されたため参加を認め

た。保健師の平均年齢と標準偏差は 47±9.9 歳、
平均経験年数と標準偏差は 22±11.9 年であった。

児童相談員の年齢は 48 歳、経験年数は 5 年であ
り、児童相談員の視点から見た保健師の技術に当

たる内容は、インタビュー時に同席していた保健

師の同意を確認して分析に用いた。インタビュー

時間の平均と標準偏差（最小-最大）は、69±5.4分
（66分-74分）であった。

 

2．．発発達達障障害害児児のの親親にに対対すするる就就学学移移行行にに向向けけ      

たた公公衆衆衛衛生生看看護護技技術術 
逐語録より 231のコードを得た。自治体別の個

数は、ID順に 52、47、49、39、44であった。こ
れらを質的に分析した結果、公衆衛生看護技術の

大枠は 3つ、保健師の親支援、多職種協働の就学
移行支援、システムの継続的質改善に分類された。

保健師の親支援には 4カテゴリと 14 サブカテゴ
リ、多職種協働の就学移行支援では 3カテゴリと
11サブカテゴリ、システムの継続的質改善には 4
カテゴリと 8 サブカテゴリがそれぞれ抽出され
た（表 2）。以下、カテゴリを【 】、サブカテゴリ
を〈 〉、研究参加者の語りを「斜体」（ID-コード
番号）で示す。なお、語りには適宜意味を補足す

る語句を（ ）で付した。 
1））保保健健師師のの親親支支援援 
（（1））【【支支援援のの受受けけ容容れれをを保保つつたためめのの関関係係構構築築】】 
本カテゴリは、次の 4つのサブカテゴリから構

成された。  
事例全般に該当する内容としては、発達障害の

診断を受けた後の「やはり皆さんショックを受け

ますので、事後の面接に保健師は力を入れている 
という語りに代表される〈親の話・心情を受容・

傾聴し、根拠に基づいて助言を返す相談・対応に

よる関係構築〉と、対象者との関わりにおいての

「やっぱり本当に関係が切れないようにってい

うところは、一番心がけていると思います（2-45）」
という語りに代表される〈親のタイミングに寄り

添う支援による信頼関係構築〉があった。他の 2
つは、継続的な家庭訪問における「本当にメリッ

トになることっていうのを端的に伝えるってい

うのが、最初のころは使命かなっていう風に思っ

ていたので、（中略）生活困窮があったので就学

援助であるとか、（中略）特別児童扶養手当だと

か、行政としてバックアップできますよとメリッ

トとしてお伝えをすることを小出しにやってい

た（4-30）」という語りに代表される〈家庭訪問の
度にその時に役立つ情報を毎回提供し関係維持〉、

および、抵抗感を示す親に対する関わりでの「何

度電話しても出られなかったり、キャンセルされ

たりしたときも（中略）へこたれない、何度もア

プローチしてくれるところが、（中略）保健師さ

んだなあって日々思って（4-37）」という児童相談
員の語りで示された〈親から拒否されても関わり

を継続〉するという内容であった。 
これらは、支援の受け容れを保つ目的を持って

関係を構築する意識的な行為であった。 
（（2））【【親親のの主主体体性性をを保保つつたためめにに親親のの困困りりごごととにに対対
応応】】 
本カテゴリは、次の 2つのサブカテゴリから構
成された。 

2つとは、家族の生活に着目した「生活をして
いく力がない人にはつけてもらわないといけな

いし、（中略）自分たちの力で生活がしていける

ようにっていうのがすごく大きな目標であって

（中略）、（問題を）一緒に考えて、一緒に答えを
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表 2 発達障害児の親に対する就学移行に向けた公衆衛生看護技術 
大枠 カテゴリ サブカテゴリ 

保
健
師
の
親
支
援 

支援の受け容れを
保つための 
関係構築 

親の話・心情を受容・傾聴し、根拠に基づいて助言を返す相談・対応による関
係構築 
親のタイミングに寄り添う支援による信頼関係構築 
家庭訪問の度にその時に役立つ情報を毎回提供し関係維持 
親から拒否されても関わりを継続 

親の主体性を保つ
ために 
親の困りごとに対
応 

支援を方向付けるために、電話連絡や家庭訪問を通じてケースの生活を観察し
たうえで親の困りごとを把握し相談対応 
児の発達障害の理解に課題がある親から少しでも困りごとを引き出す 

児のよりよい発育
発達のために 
関わり方の相談・
指導 

児のよりよい発育発達を促すため、児との関わり方について個別に相談対応 
親が児のよりよい発育発達を促せる関わり方ができるように、親が事業に参加
する意味を説明 
親が児との関わりを実践できるよう、親の理解しやすい表現を用いたエビデン
スに基づく専門指導 
問診の段階でも、親に児の成長発達や今後の目標をフィードバック 

将来の児の健康・
自立生活をめざす
ために 
療育目的・個別目
標の説明と設定を
支援 

親の不安を解消し、児がよりよい療育を受けて健康的な生活が送れるように、
発達障害の診断の目的や意義を説明 
児が将来健康的に社会生活を送れるような能力獲得を目指し、集団生活や就学
移行の重要性を説明 
児が自立し生活力を身につけられるように個別目標や訪問頻度を判断し設定 
児の発達支援の方向性について園との共通理解と協働 

多
職
種
協
働
の
就
学
移
行
支
援 

主体的な進路決定
のための 
就学先選択支援 

親主体での就園・就学先選択を目指した、就園・就学先についての情報提供 
就園・就学に向けて親の理解や準備を促すため、就園・就学移行や就学後につ
いて親の意向の把握 
就学先の選択を親が正しく判断するために、関係機関間・両親間での就学先決
定の方向性一致に向けた連携調整 
児のよりよい発育・発達を目指し、専門機関・職種と親との就園・就学先の意
向相違に対応 

児の円滑な学校生
活適応のための 
就学生活準備支援 

児が就学後の集団生活に必要な能力を身につけられるように、集団生活に慣れ
る場を提供 
児が就学に向けて生活リズムを整えられるように、児の状況把握・情報提供 

切れ目のない就学
前後支援のための 
総合調整  

児のよりよい発育・発達のため、適切な専門機関・社会資源につなぐ調整 
発達障害児を漏れなく発達支援につなげるため、未就園児や市外の園に就園し
ている児を実態把握し、関係機関間で連携調整 
児が他機関につながった後も、円滑な就学移行に向けて、親と関係機関間で連
絡調整 
継続的な情報共有を通して支援が途切れないようにする保健師間の連携 
就学後も児の学校生活と地域生活が整うように学校を含めて連絡調整 

シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
質
改
善 

早期から継続支援
するための 
幼児対象事業のシ
ステム組み込み 

児の将来の自立をめざす早期支援開始のために年中児からの発達相談の会を
事業化し継続 
フォローシステムの中に組み込む早期発達相談の事業の立ち上げ 

移行分野間のギャ
ップ解消のための 
連携システム構築 

生涯を通じた切れ目のない健康支援をめざす保健分野と異なるルール・考え方
を持つ学校とのギャップを解消するために、連携システムの構築を模索 
一定水準以上の発達支援を提供するために、関係者・関係機関間の横の連携を
強めるシステムを構築 

よりよい支援体制
に改善するための 
先進優良システム
の横展開 

全ての発達障害児が一律に同質性の高い就学移行支援を受けられるように、優
良事例の横展開による体制構築を模索し整備 

スクリーニング精
度を高めるための 
Evidense-based 
Practice(EBP)推進 

研究機関と協働し、感度・特異度の調査結果からエビデンスのある高精度のス
クリーニングツールを乳幼児健診で使用を判断 
発達障害児の早期発見・早期介入のため、エビデンスに基づく発達の節目を乳
幼児健診へ導入しシステムを構築 
乳幼児健診で発達障害児の全数把握に向けて、エビデンスに基づいたフォロー
基準を定める必要性を把握 
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出して、前に進んで行ってもらうことを応援す

るというか、伴走者になる（2-36）」という語りに
代表される〈支援を方向付けるために、電話連絡

や家庭訪問を通じてケースの生活を観察したう

えで親の困りごとを把握し相談対応〉、および、

発達障害の理解に課題がある場合も「保護者の方

にどういうふうに気づいてもらえるかっていう

ところは、（中略）もうとにかく話を聞いて、ちょ

っと困っているなっていうところは拾って、そこ

から広げていく（2-21）」という語りに代表される
〈児の発達障害の理解に課題がある親から少し

でも困りごとを引き出す〉という内容であった。 
これらは、親の主体性を保つ目的を持って親の

困りごとに対応する意識的な行為であった。 
（（3））【【児児ののよよりりよよいい発発育育発発達達ののたためめにに関関わわりり方方のの
相相談談・・指指導導】】 
本カテゴリは、次の 4つのサブカテゴリから構

成された。 
事例全般に該当する内容としては、「最近 SNS

でいろんな情報を拾ってくるお母さんたちが多

いので、（中略）このお子さんの事実とか、エビデ

ンス的にちゃんとこうだよっていうところは、

（中略）お母さんの考えや価値観っていうのはま

ずは受け入れて、今はこうなんだよっていうのは

伝える（3-49）」という語りに代表される〈児のよ
りよい発育発達を促すため、児との関わり方につ

いて個別に相談対応〉と、「保護者がどうなって

ほしいかっていうことに対して、（中略）お母さ

んここ今大事なところやよっていうところ（を伝

える）（5-37）」ことや、「課題遊びをするところを
保護者と（中略）子どもの様子を一緒に参観する

ことで、（中略）見えてくるお子さんの特性だっ

たりを、保護者と共有することができて、そこか

ら相談につながっていく（1-28）」という語りに代
表される〈親が児のよりよい発育発達を促せる関

わり方ができるように、親が事業に参加する意味

を説明〉することがあった。専門的側面が強い内

容には、「（保健師は）エビデンスに基づく指導を

しなくてはならない、（中略）市民目線で市民に

分かるようにそれを伝えていくっていうことは

大事（3-44）」という語りに代表される〈親が児と
の関わりを実践できるよう、親の理解しやすい表

現を用いたエビデンスに基づく専門指導〉、およ

び、「限られた時間の問診ではあるんですけれど、

保護者さんとその場を共有して、実際に社会性と

してこんなところが育っているんだよというと

ころとか、もうちょっとここはこれから応援して

いくところだねっていうのを保護者さんにお返

しする（4-23）」という語りに代表される〈問診の
段階でも、親に児の成長発達や今後の目標をフィ

ードバック〉があった。 
これらは、児のよりよい発育発達という目的を

持って関わり方の相談・指導をする意識的な行為

であった。 
（（4））【【将将来来のの児児のの健健康康・・自自立立生生活活ををめめざざすすたためめにに
療療育育目目的的・・個個別別目目標標のの説説明明とと設設定定をを支支援援】】  
本カテゴリは、次の 4つのサブカテゴリから構
成された。 
説明に関する内容としては、「診断をした意味

をお伝えして、障害というレッテルを貼るのでは

なくて、このお子さんが社会で将来的に自立して

いけるように、その子に合った教育、支援を学ぶ

ことを目的とした診断ですという、（中略）その

辺りの説明をして(3-19)」や「一緒にちゃんと相
談をして、こういうふうに進めていこうねという

方針を立てたりだとかをやりました（2-3）」とい
う語りに代表される〈親の不安を解消し、児がよ

りよい療育を受けて健康的な生活が送れるよう

に、発達障害の診断の目的や意義を説明〉と、「小

学校になると集団ももっとさらに大きくなるし

（中略）、今後の人生にすごく左右する場所（中

略）、だから就学に対してはすごく大事な 1 つの
分岐点なんだよっていうことはなるべく説明を

して、意識を持ってもらう（2-23）」という語りに
代表される〈児が将来健康的に社会生活を送れる

ような能力獲得を目指し、集団生活や就学移行の

重要性を説明〉があった。他の 2 つは、「お母さ
んの反応を見ながら、どのタイミングでどう伝え

ていくのがいいのかなあっていうのを、定期的に

会うことでタイムリーに伝える（5-20）」という語
りに代表される〈児が自立し生活力を身につけら

れるように個別目標や訪問頻度を判断し設定〉、

および、「保育園とか幼稚園に通っているお子さ

んについては、今後どのように関わっていったら

いいかというアドバイスを（中略）、保護者の方

の希望があった場合には、そのあと園を訪問して、

先生方にも、お子さんの特性ですとか、関わり方

についてお話をして、共通理解のもとに関わって

いただく（3-7）」という語りに代表される〈児の
発達支援の方向性について園との共通理解と協

働〉であった。 
これらは、将来の児の健康・自立生活をめざす

  大阪大学看護学雑誌 Vol.31 No.1（2025） 
ISSN 2189-8820 

i 

大大阪阪大大学学看看護護学学雑雑誌誌  第第31巻巻  第第1号号（（2025）） 
 

目目  次次 
 

原原  著著  論論  文文 

精神障害の子を持つ母親が家族会の会長をする経験：質的記述的研究 

岡本有紗・蔭山正子･････････････････････････････････････････････････････････ 

 

産前から児童虐待リスクを探索する公衆衛生看護技術―アセスメントツールのみで査定できない違

和感より― 

規家美咲・小出恵子・岡本玲子･･･････････････････････････････････････････････ 

 

  

研研  究究  報報  告告 

  暴力リスクのある精神科入院患者への看護師長の予防的対応から看護師が得た体験 

髙橋建司・大達 亮･････････････････････････････････････････････････････････ 

 

    医療の安全につながる患者の医療参加に関する65歳以上の市民への質問紙調査 

              谷地季子・大村優華・辻本朋美･･･････････････････････････････････････････････ 

 

    九州地区訪問看護事業所看護師が関わる地域在住者に役立つアドバンス・ケア・プランニング 

認知度とその関連要因：横断的研究 

              森木友紀・竹下悠子・勝久美月・齊前裕一郎・藤井美咲・糀屋絵理子・竹屋 泰････ 

 

    特定保健指導におけるエビデンスに基づく教材活用の公衆衛生看護技術:質的研究 

              村山加那子・村吉里恵子・岡本玲子････････････････････････････････････････････ 

 

    発達障害児の親に対する就学移行に向けた公衆衛生看護技術：質的研究 

              荒木 望・村吉里恵子・岡本玲子･･････････････････････････････････････････････ 

 

  虐待死亡検証報告にみる0歳31事例への自治体と保健師の対応課題 ～実装研究統合枠組みを用いた

分析～ 

              阿波屋咲季・小出恵子・岡本玲子･･････････････････････････････････････････････ 

 

60



 

という目的を持って療育目的や個別目標の説明

と設定を支援するという意識的な行為であった。 
2））多多職職種種協協働働のの就就学学移移行行支支援援 
（（1））【【主主体体的的なな進進路路決決定定ののたためめのの就就学学先先選選択択支支援援】】 
本カテゴリは、次の 4つのサブカテゴリから構

成された。 
直接親と関わる内容には、「アドバイスをする

中でいつも思うのが、本人が決めなければやっぱ

りいけないなというんですかね。（中略）最終的

には親御さんなりが自分で納得して道を進めな

いといけないんだなっていうところで関わって

いる（2-5）」や「園の先生は（市役所での就学相
談会へ）行ってみたらと言いにくいようで、保健

師はそういう面では個別にも対応しているので、

お母さんも受け入れて、じゃあ行ってみようかな

とか、学校の仕組みや特別支援学級がどういうの

かっていうのを、そこで情報を得ていた（3-13）」
という語りに代表される〈親主体での就園・就学

先選択を目指した、就園・就学先についての情報

提供〉、そして、「（中略）お母さんの考え自体が、

あれどうなのかなって思ったりするときは、だい

ぶ困っちゃうかな。（中略）そういうときはケー

スによってはお父さんの方との連携をとる（2-8）」
という語りに代表される〈就園・就学に向けて親

の理解や準備を促すため、就園・就学移行や就学

後について親の意向の把握〉があった。他との調

整を伴う内容には、「実際特別支援を担当してお

られる先生に、状況など見学のときに聞いたり

（中略）、どんなふうに他のお子さんと交流して

おられるのかを見れる場面をとってもらえるよ

う設定をしております（4-14）」や「保健師と児童
相談員で、訪問には二人で行くような形が多いで

す。（中略）あとは、園の担当の先生であったり、

一緒に同行させていただく（4-15）」という語りに
代表される〈就学先の選択を親が正しく判断する

ために、関係機関間・両親間での就学先決定の方

向性一致に向けた連携調整〉、および、「関係機関

がアドバイスしたりとか、相談に乗ることがバラ

バラになると、親御さんはとても困ってしまって

揺れてしまってというところがあるので、整理と

いうところは気を遣ってやりました（2-3）」とい
う語りに代表される〈児のよりよい発育・発達を

目指し、専門機関・職種と親との就園・就学先の

意向相違に対応〉があった。 
これらは、主体的な進路決定を目的とした就学

先選択の支援をする意識的な行為であった。 

（（2））【【児児のの円円滑滑なな学学校校生生活活適適応応ののたためめのの就就学学生生活活
準準備備支支援援】】 
本カテゴリは、次の 2つのサブカテゴリから構
成された。 

2 つとは、「集団生活を営むということは難し
い（ことに対して）、ことばの教室という就学前

の 4歳児から利用できるものがありますので、そ
こに利用をできるように発達支援室のほうから

働きかけさせていただいて（5-11）」や「就学に向
けて学校の準備はできているかなとか、通常級で

行くとなるけれども、今後の集団生活ってどうい

う風に考えるのかなってことを（教室で）一緒に、

半年間、月一度程度、保護者支援と子どもさんへ

の理解を（確認・支援）させていただいた（5-13）」
という語りに代表される〈児が就学後の集団生活

に必要な能力を身につけられるように、集団生活

に慣れる場を提供〉、および、「規則正しい生活リ

ズムが付くだとか、ちゃんとまあ朝昼晩食べてい

るかとか、えーと、就学に向けて子どもさんとの

関わりをどうしていったらいいだろうかってい

うところを保健師もついていけるときは行かせ

てもらって、その子の成長発達だとか、対人関係

がどういうところにどんな風にできるのかなあ

とか、（中略）園や、ことばの教室の先生や、学校

のほうに具体的にこんな様子ですっていうこと

を伝えてました（5-24）」という語りに代表される
〈児が就学に向けて生活リズムを整えられるよ

うに、児の状況把握・情報提供〉であった。 
これらは、児の円滑な学校生活適応を目的とす

る就学生活の準備支援という意識的な行為であ

った。 
（（3））【【切切れれ目目ののなないい就就学学前前後後支支援援ののたためめのの総総合合調調
整整】】 
本カテゴリは、次の 5つのサブカテゴリから構
成された。 
事例全般に該当する内容としては、「困ったら

いつでも来てって、そうしたら必要なところにち

ゃんとつないであげるからね（1-36）」や「子ども
さんのためにはやはり親が元気でないと、子育て

が難しいと思うので。正しい知識を身につけても

らって、お子さんに正しく接して、関係づくりを

していってもらう意味で、いろんな場所をご紹介

したり（3-29）」、「どういう支援を受けられるかっ
ていうのを、うちがまず相談して、福祉のほうと

か生保のほうとか（中略）、具体的なことを先に

聞きに行くだとか（中略）、そういったところの
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確実につながるように根回し（2-12）」という語り
に代表される〈児のよりよい発育・発達のため、

適切な専門機関・社会資源につなぐ調整〉があっ

た。関係機関との就学前の調整に関しては、「ど

この園にも所属されていない方、市外の園に通わ

れている方が、どうしても就学支援委員会の情報

から漏れてしまう。年長時に在宅になっている子

どもさんが誰かを把握している（課がある）ので、

毎年年度初めに（中略）発達支援、就学支援、学

校教育関係課に連絡をとって、情報として提供し

ている（5-27）」や「（就園率が高く）フォロー方
法は（中略）園での巡回相談というのがすごく柱

になっていて（中略）、その気になるお子様を（中

略）年 1回すべての園に行く体制でフォローして
います（4-7）」という語りに代表される〈発達障
害児を漏れなく発達支援につなげるため、未就園

児や市外の園に就園している児を実態把握し、関

係機関間で連携調整〉、および、「お母さんから関

係機関と情報共有をすることの許可は得て（中

略）、時には難しい場合、たとえば下の子が生ま

れるだとか、環境が大きく変わる場合には、関係

機関で集まってケース会議をしたり（2-33）」とい
う語りに代表される〈児が他機関につながった後

も、円滑な就学移行に向けて、親と関係機関間で

連絡調整〉があった。保健師間では、「地区担当保

健師から発達支援担当のほうには、お母さんの心

配（中略）は丁寧に伝えつつ、（中略）具体的な学

校での様子だったり、支援のあり方っていうとこ

ろは（中略）伝えてほしい、自分たちができるこ

とと保護者の思いっていうのは大事に伝えたい

と思っています（5-29）」という語りに代表される
〈継続的な情報共有を通して支援が途切れない

ようにする保健師間の連携〉、そして、就学後に

渡る内容では、「保護者と面談する中で、どうい

うところがしんどかったとか（中略）現状という

か情報把握をさせていただく中で（中略）、なか

なか学校に直接言えないことを聞き取らせても

らって（4-35）」や「システムがなければ学校は学
校で困ってるし、保護者もずっと悩まれてた状況

の中で（中略）、このシステムに言えば助けてく

れるんじゃないかっていうのは学校の安心感（5-
34）」という語りに代表される〈就学後も児の学
校生活と地域生活が整うように学校を含めて連

絡調整〉があった。 
これらは、切れ目のない就学前後支援を目的と

した総合調整という意識的な行為であった。 

3））シシスステテムムのの継継続続的的質質改改善善 
（（1））【【早早期期かからら継継続続支支援援すするるたためめのの幼幼児児対対象象事事業業
ののシシスステテムム組組みみ込込みみ】】 
本カテゴリは、次の 2つのサブカテゴリから構
成された。 

2つとは、「年中から気になるお子さんに関し
ては（中略）フォローアップなり、園の巡回訪問

なりで対応をしてきている中で、徐々に出てくる

（1-10）」や「一番はどの子も幸せに、元気に過ご
してもらって、できるだけ扶助費を使う側じゃな

くて納税できる人に育てたいっていう思いがあ

って、それで早い時期から良い支援ができればい

いなと思って（年中児からの）発達相談の会を立

ち上げた（1-21）」、および「健診で気になるお子
さんを急に発達相談に向けると、先生の方が診断

を進めることが多く、そういったのはお母さん方

も受け入れができないということで、健診の事後

相談として開始しました（3-1）」という語りに代
表される〈児の将来の自立をめざす早期支援開始

のために年中児からの発達相談の会を事業化し

継続〉、そして、「市内の保育園・幼稚園とかも、

発達支援のシステムがなかったら（中略）園の独

自のやり方とかだったかなと思うんです。（中略）

システムがあるので、公立も私立も問わず同じシ

ステムに乗っかって、就学支援を続けていく流れ

が出来上がっている（5-33）」や「乳幼児健診です
でに行動支援は始まっている（中略）、もう一つ

の柱はやはり就園率の高さから保育園での保育

の質です。そこの 2本柱の質を高め（中略）年長
に入ったから就学どうしようということはなく

（中略）最初の健診からのフォローと園での継続

した関わりの情報があってこそ（4-38）」という語
りに代表される〈フォローシステムの中に組み込

む早期発達相談の事業の立ち上げ〉であった。 
これらは、早期から継続支援する目的で行われ

た幼児対象事業のシステム組み込みという意識

的な行為であった。 
（（2））【【移移行行分分野野間間ののギギャャッッププ解解消消ののたためめのの連連携携シシ
スステテムム構構築築】】 
本カテゴリは、次の 2つのサブカテゴリから構
成された。 

2つとは、「教育との壁というか、溝というか
は感じます。切れ目のない支援っていうのが私た

ちのモットーなんですが、どうしても教育につな

げようとすると、保健とも福祉とも違うところな

ので、すごく難しさを感じています（1-19）」や「い
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ろんなことで決まってることもきっとあるんだ

と思うんですけど、ちょっと柔軟に対応してくれ

ていいのになって。発達障害のお子さんを抱えて、

お母さんたちがお仕事したり、家事したり、いろ

んなこと考えてやってるのに、またそこに家庭で

の負担を強いたりするのは、（中略）もうちょっ

と何とかしたい（1-47）」という語りに代表される
〈生涯を通じた切れ目のない健康支援をめざす

保健分野と異なるルール・考え方を持つ学校との

ギャップを解消するために、連携システムの構築

を模索〉することと、「（システムの中で）学校に

行けば学校の先生だけでなくて、他の人もそれを

応援できる（中略）という横の連携（ができる）

（5-6）」や「（システムの中で）学校と保護者と支
援室の保健師が話し合いをする中で、どういうと

ころがこの子にとって必要か、付けたい力も確認

しながら、学校ができること、保護者ができるこ

とを確認しながら、具体的に進めさせていただい

て。学校と保護者の連携調整をさせていただいた

(5-36)」という語りに代表される〈一定水準以上
の発達支援を提供するために、関係者・関係機関

間の横の連携を強めるシステムを構築〉であった。  
これらは、移行分野間のギャップ解消を目的と

した連携システムの構築という意識的な行為で

あった。 
（（3））【【よよりりよよいい支支援援体体制制にに改改善善すするるたためめのの先先進進
優優良良シシスステテムムのの横横展展開開】】 
本カテゴリは、次の 1 つのサブカテゴリ、「気

になるお子さんが多いので、3歳健診以降の発達
を見ていくのに、保健師が保育園・幼稚園に訪問

をし始め（中略）、年数がたつにつれ、相談が年間

200件以上になり、毎回園の先生にこうした方が
いいって伝えるんですけど、全く変わらないって

いう状態が続いていたので、これでは全然効果が

ないため、（中略）A 県 B 市でやっていた、同じ
ようなこの活動を参考に事業を立ち上げました

（1-26）」や「上手くいっているところに私たち保
健師も参加させていただいて、どんな連携をして

いるのかを実際知って、（中略）幼小連携のシス

テムづくり（中略）やっていけたらいいな（1-52）」
という語りに代表される〈全ての発達障害児が一

律に同質性の高い就学移行支援を受けられるよ

うに、優良事例の横展開による体制構築を模索し

整備〉で構成された。 
これは、よりよい支援体制に改善する目的で行

われた先進優良システムの横展開という意識的

な行為であった。 
（（4））【【ススククリリーーニニンンググ精精度度をを高高めめるるたためめのの
Evidense-based Practice(EBP)推推進進】】 
本カテゴリは、次の 3つのサブカテゴリから構
成された。 
それらは、「行動問診表がどうしても保護者様

に記入してきて、当日持ってきていただくってい

うもので、（中略）通過してしまうケースが結構

散見しておりましたので、（中略）社会性、発達障

害の中核症状となる社会性の発達っていうのを

見なくてはいけないのではないかという話にな

って、そちらが見れる SACS-Jを導入（4-21）」し
たことや「1歳 6か月児健診で用いていた（従来
の）行動問診表と、診断名がついているお子さん

たちの振り返り（調査）をしたときに、感度・特

異度ともあまりよろしくない結果が出ましたの

で厚生労働省が推奨している M-CHAT のほうが
いいのではないかっていうことになり（中略）切

り替えております。まとめ方等は C大学の先生に
お世話になりました（4-20、22）」という語りに代
表される〈研究機関と協働し、感度・特異度の調

査結果からエビデンスのある高精度のスクリー

ニングツールを乳幼児健診で使用を判断〉、そし

て、「乳幼児健診の中には新版 K式を基にした健
診項目に取り組んでいます。新版 K式における発
達の節目、（4か月、1歳半、3歳半、5歳に加え）
10か月とか 2歳半というのも組み込んで、（中略）
D県も一律に、市町と県の保健師さんたちと一緒
に研究する中で（システムが）始まっている（5-
9）」という語りに代表される〈発達障害児の早期
発見・早期介入のため、エビデンスに基づく発達

の節目を乳幼児健診へ導入しシステムを構築〉、

および、「まだできていないなあって反省してい

るところ（中略）3歳児健診においては、まだ明
確なフォロー基準が定められてないというのは、

今私たちの大きな、取り組まなければならない課

題と考えている（4-26）」という語りに代表される
〈乳幼児健診で発達障害児の全数把握に向けて、

エビデンスに基づいたフォロー基準を定める必

要性を把握〉であった。 
これらは、スクリーニング精度を高める目的を

持った Evidense-based Practice(EBP)を推進する意
識的な行為であった。 
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ⅣⅣ．．考考察察 
1．．保保健健師師のの親親支支援援 
研究参加者は、就学移行の時期だけでなく、乳

幼児健診を軸として乳幼児期から早期に関わり

を持ち、就園も含んだ継続した支援を通して就学

移行につなげていた。そのためには、【支援の受

け容れを保つための関係構築】は必須であり、保

健師が、乳幼児期の支援で形成された親との信頼

関係を活かした支援ができる 10)という特性をよ

く表す技術と考えられた。親が就学先についての

考えを形成するためには、保健師を含めた周囲か

らのサポートが重要 20)とされており、継続して

【親の主体性を保つために親の困りごとに対応】

することはこれにあたる技術と考えられた。また、

療育開始後の発達障害児の家族において、子に対

する理解を深め、関わり方を学ぶ必要があること

や、ペアレントトレーニングや療育の利用により、

児との関わり方を学ぶことで子育てのストレス

が和らぎ楽になるという経験 9,21)が明示されてお

り、これらは【児のよりよい発育発達のために関

わり方の相談・指導】の必要性を裏付けるもので

ある。【将来の児の健康・自立生活をめざすため

に療育目的・個別目標の説明と設定支援】につい

ても、先行研究 22)において、就学前の発達障害児

の親が納得して医師の診察を受診でき、また告知

後の精神的なショックが少しでも軽減できるよ

うに、保健師は診断に誘うタイミングや診断を受

けるまでの段階的な準備のタイミングについて、

段取りを計画していたとされており、この技術に

該当する。本研究において、保健師の親支援の技

術が、支援の受け容れを保つ、親の主体性を保つ、

児のよりよい発達、将来の児の健康、自立生活を

めざすということを目的として実践に適用する

ものである点が明示されたことは、実践に役立つ

成果であると考える。 
2．．多多職職種種協協働働のの就就学学移移行行支支援援 
【主体的な進路決定のための就学先選択支援】で

は、親が特別支援学級や特別支援学校の見学会等

を通じて、子どもの障害の状態や教育のニーズを

理解し、当初の希望と異なる就学先に考えを固め

ていくことも多い 20)といわれている。さらに、親

が就学相談開始時の就学希望先と異なる就学先

に最終決定した事例において、決定に至るまでの

過程には、特別支援学校の体験会や家族からの後

押しなどを経て、自分の子どもに合う場を決めて

いく共通性がみられている 20)ことからも、この技

術が非常に重要であることが分かる。就学準備に

おいては、就学を意識する、就学先を決定する、

就学に向けて具体的な準備をするといった段階

があり、短期間で家族のニーズが変化していくた

め 9)、その間の一貫した支援が必要といわれてお

り、【児の円滑な学校生活適応のための就学生活

準備支援】は、これに対応するものである。保健

師は、乳幼児期から継続する関係性を土台とした

親支援と、柔軟に多機関・多職種間の調整ができ

る特性を活かし、この技術を実践に適用できると

考える。また、就学前後の時期には特に、関係機

関が協働し、家族が感じる困難を軽減できるよう

な支援体制が求められており 9)、関係機関の協働

が進んでいる地域では、情報の一元化やワンスト

ップ化が図られきめ細やかな支援に結びついて

いるという報告がある 23)ことから、今回抽出され

た【切れ目のない就学前後支援のための総合調整】

は、非常に重要な技術と考えられる。発達障害児

は集団生活への適応が困難なことが多く、いじめ

の対象となりやすいため、学齢期以降に不登校や

ひきこもり、さらに反社会的行動などの二次障害

が生じることがある 24)。これは、児の安全という

面でも、就学前後を分岐点と考え、総合的な視点

で調整していく必要性を示している。 
3．．シシスステテムムのの継継続続的的質質改改善善 
発達障害を早期に発見し、適切な支援につなげ

ていくためには、子どもの発達を多様な角度から

確認できる 1 歳 6 か月および 3 歳児を対象とし
た健康診査の場等での早期発見、そして早期支援

につなげることが特に重要 16)とされており、【早

期から継続支援するための幼児対象事業のシス

テム組み込み】はそれを実現する実践と考えられ

た。保健師はライフサイクルに応じた途切れない

支援や、長期的な視点で発達障害児への支援の在

り方を考える必要がある 10)といわれており、シス

テムを有機的に機能させるためには、今回抽出さ

れた【移行分野間のギャップ解消のための連携シ

ステム構築】が欠かせないと考えられる。就学に

関わる課題には、発達支援に対する学校教員の意

識を高める働きかけを継続する必要性が挙げら

れており 9)、実際に生じている分野間の課題の整

理と、それに応じた連携の在り方を構築する役割

が保健師に期待されていると考えられる。2016年
の発達障害者支援法の改正により、ライフステー

ジを通じた切れ目のない支援や、地域の身近な場

所で支援が受けられる体制を構築するなど、方向
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性が変遷している 25)状況があり、今回抽出された

【よりよい支援体制に改善するための先進優良

システムの横展開】は、今後ますます望まれる技

術と考えられる。母子保健施策においては、2023
年度に子ども家庭庁が発足し、2024 年度から子
ども家庭センターが動き出すなどの新しい動向

があることからも、保健師には最新の情報を収集

し適用する能力が求められる。また、【スクリー

ニング精度を高めるための Evidense-based 
Practice(EBP)推進】は、支援が必要な児を見逃さ
ないための基盤となる部分である。誰もが同じ基

準でスクリーニングできる項目の研究や情報の

共有は重要 13)といわれていることから、今後、研

究機関との協働も含み、保健師の技術として高め

ていく必要があると考えられた。 
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